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今日の話題提供

1．現行の学習指導要領との関連で
（1）カリキュラム・マネジメント
（2）現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容
（3）社会に開かれた教育課程

2．学力向上

3．GIGAスクールにおける1人1台端末

4．高等学校における環境教育



天笠茂「新学習指導要領の理念とカリキュラム・マネジメント」
https://www.nier.go.jp/06_jigyou/symposium/sympo_h30/pdf/h30_01-amagasa.pdf

1．現行の学習指導要領との関連で
（1）カリキュラム・マネジメント



髙木展郎「カリキュラム・マネジメント～新学習指導要領とこれからの授業づくり」
https://www.nits.go.jp/materials/intramural/files/054_001.pdf
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（1）カリキュラム・マネジメント
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1．現行の学習指導要領との関連で
（1）カリキュラム・マネジメント

岬町立深日小学校
https://www.pref.osaka.lg.jp/attach/40513/00000000/03_fuke_karimanehyo.pdf



コンテンツ・ベースからコンピテンシー・ベースへの転換
「何ができるようになるか、何がわかるようになるか」

大阪府教育庁市町村教育室小中学校課「カリキュラム・マネジメントの手引き」
https://www.mext.go.jp/content/20210909-mxt_kyoiku01-000016990_4o-te.pdf

1．現行の学習指導要領との関連で
（1）カリキュラム・マネジメント



中学校学習指導要領解説総則編 付録6 p.200-245 (小学校版はp.204-249）
https://www.mext.go.jp/component/a_menu/education/micro_detail/__icsFiles/afieldfile/2019/03/18/1387018_001.pdf

1．現行の学習指導要領との関連で
（2）現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

社会、理科、生活、家庭、体育、道徳、総合的な学習の時間が関係。



1．現行の学習指導要領との関連で
（2）現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

社会、理科、技術・家庭、保健体育、道徳、総合的な学習の時間が関係。



現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

1．伝統や文化に関する教育 総合、特活、道徳、国語、社会、技術・家庭、保健体育、音楽、美術、外国語
2．主権者に関する教育 道徳、特活、社会、理科、技術・家庭
3．消費者に関する教育 道徳、社会、技術・家庭
4．法に関する教育 特活、道徳、社会、技術・家庭
5．知的財産に関する教育 国語、社会、技術・家庭、音楽、美術
6．郷土や地域に関する教育 総合、特活、国語、社会、生活、音楽、技術・家庭、外国語
7．海洋に関する教育 特活、社会、技術・家庭、理科
8．環境に関する教育 総合、道徳、生活、社会、技術・家庭、保健体育、理科
9．放射線に関する教育 道徳、国語、社会、理科、技術・家庭、保健体育
10．生命の尊重に関する教育 特活、道徳、生活、理科
11．心身の健康の保持増進に関する教育 総合、特活、道徳、保健体育、社会、理科、技術・家庭、
12．食に関する教育 総合、特活、道徳、生活、保健体育、技術・家庭、社会、理科
13．防災を含む安全に関する教育 総合、特活、道徳、生活、保健体育、社会、理科、美術、技術・家庭

1．現行の学習指導要領との関連で
（2）現代的な諸課題に関する教科等横断的な教育内容

ESDあるいは広い意味での環境教育は、主権者、消費者、海洋、食、防災等のテーマも含む。



1．現行の学習指導要領との関連で
（3）社会に開かれた教育課程

文部科学省「社会に開かれた教育課程について～新学習指導要領における位置づけと教育課程部会での議論～
https://www.mext.go.jp/content/20211012-mxt_chisui02-000018377_2.pdf

環境教育はこれまでも社会に開いてきた実績は豊富。



2．学力向上

https://www.nikkei.com/article/DGXZQOUF261YP0W2A720C2000000/

環境教育でもやはりコンピテンシー・ベースで。



3．GIGAスクールにおける1人1台端末

https://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/jyouhou/index.html

環境教育×1人1台端末の活用も提案してほしい。

https://www.pref.osaka.lg.jp/shochugakko/jyouhou/index.html


高校は今年度から「総合的な探究の時間」が開始。
環境教育×職業教育の視点を入れて欲しい。

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編 ｐ.90
https://www.mext.go.jp/content/1407196_21_1_1_2.pdf

4．高等学校における環境教育



○ 順序付ける
・ 複数の対象について，ある視点や条件に沿って対象を並び替える。
○ 比較する
・ 複数の対象について，ある視点から共通点や相違点を明らかにする。
○ 分類する
・ 複数の対象について，ある視点から共通点のあるもの同士をまとめる。
○ 関連付ける
・ 複数の対象がどのような関係にあるかを見付ける。
・ ある対象に関係するものを見付けて増やしていく。
○ 多面的に見る・多角的に見る
・ 対象のもつ複数の性質に着目したり，対象を異なる複数の角度から捉えたりする。
○ 理由付ける（原因や根拠を見付ける）
・ 対象の理由や原因，根拠を見付けたり予想したりする。
○ 見通す（結果を予想する）
・ 見通しを立てる。物事の結果を予想する。
○ 具体化する（個別化する，分解する）
・ 対象に関する上位概念・規則に当てはまる具体例を挙げたり，対象を構成する下
位概念や要素に分けたりする。
○ 抽象化する（一般化する，統合する）
・ 対象に関する上位概念や法則を挙げたり，複数の対象を一つにまとめたりする。
○ 構造化する
・ 考えを構造的（網構造・層構造など）に整理する。

考えるための技法（例）

高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説 総合的な探究の時間編 ｐ.93-97
https://www.mext.go.jp/content/1407196_21_1_1_2.pdf

4．高等学校における環境教育

高校でもやはりコンピテンシー・ベースで。



多くの高校で、学校経営計画にSDGｓが位置づけられている。

4．高等学校における環境教育


